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そこにある命を知り
身近な自然環境を

守り、育む

　御宿町には天然記念物に指定されているミヤコタナゴが生息しています。
　このミヤコタナゴは、田んぼの周りの水路や小川などで当たり前のように生
息していましたが、田の耕作放棄や水路、川の近代化整備による環境の変化に
より減少し、現在では絶滅が危惧されています。
　皆さんはムシの鳴く音に耳をすませた事はありますか。
　この時期にムシが鳴く事は自然なことかもしれません。しかし、自然環境が
守られてこその風物詩であることを忘れてはなりません。
　ミヤコタナゴはもちろん、御宿の豊かな自然がおりなす四季の情景を、後世
に残していくためには、そこで生活を営む人々の自然環境保護に対する維持活
動や意識の高揚が不可欠です。
　町では、天然記念物であるミヤコタナゴの保護について様々な活動を継続的
に行っています。平成 22年度からは公民館や月の沙漠記念館にてミヤコタナゴ
の水槽を設置し、住民や訪れる人への周知、啓発を行うほか、学校でも飼育を
行い、子どもたちへ御宿の自然環境の素晴らしさを伝えています。
　また、「ミヤコタナゴ保存会」の協力を得ながら生息環境の保護、整備を行っ
ています。
　一度人の手が加わった自然を保護することは、自然のまま放置することとは
違います。
　御宿の自然環境を維持し、小さな命を育むためには住民一人ひとりが自然環
境保護に対して改めて考える必要があるのではないでしょうか。

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
が
教
え
て
く
れ
た

御
宿
の
豊
か
な
自
然
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子
ど
も
た
ち
へ

自
然
の
尊
さ
を
伝
承
す
る

　

町
公
民
館
主
催
に
よ
り
、
町
内
の
小
学
校

５
年
生
合
同
に
よ
る
自
然
観
察
会
を
10
月
７

日
に
実
谷
地
先
で
行
い
ま
し
た
。

　

観
察
会
で
は
、
観
音
崎
自
然
博
物
館
の
石

鍋
館
長
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
瀬
長
氏
を

講
師
と
し
て
迎
え
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
を
は
じ

め
、
町
内
に
生
息
す
る
動
植
物
の
種
類
や
生

息
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

散
策
し
て
い
る
時
に
虫
の
音
が
聞
こ
え
て

き
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
講
師
が
音
の
す
る
ほ
う

を
指
差
し
、
鳴
き
声
の
特
徴
や
生
態
に
つ
い

て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
た
り
前
に
聞
い
て
い
る
音
色
に
つ
い
て
、

解
説
を
踏
ま
え
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
今
ま

で
何
気
な
く
聞
き
流
し
て
い
た
音
色
か
ら
、

多
種
多
様
な
虫
た
ち
が
生
息
す
る
こ
と
を
知

り
、
子
ど
も
た
ち
は
改
め
て
御
宿
の
自
然
の

豊
か
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
を
例
に

と
り
、「
人
々
に
と
っ
て
は
や
っ
か
い
な
植

物
だ
が
、
チ
ョ
ウ
チ
ョ
な
ど
は
と
て
も
好
む

植
物
で
あ
り
、
人
間
に
は
重
要
で
な
い
も
の

で
も
、
自
然
界
で
は
そ
う
で
な
い
場
合
が
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
。」
と
話
を
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
、
私
た
ち
の
都
合
だ
け
で
自
然
の

環
境
を
変
え
る
こ
と
は
、
自
然
界
に
様
々
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

▲ほら！今鳴いた虫はなんだろう？

　

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
を
観
察
す
る
ポ
イ
ン
ト
で

は
、
フ
ナ
や
メ
ダ
カ
、
川
エ
ビ
、
ザ
リ
ガ
ニ

な
ど
水
の
中
で
暮
ら
す
多
様
な
生
物
が
観
察

で
き
た
他
、
今
年
孵
化
し
た
天
然
の
ミ
ヤ
コ

タ
ナ
ゴ
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

観
察
の
た
め
に
採
取
し
た
多
く
の
水
中
生

▲今年孵化したオスのミヤコタ
ナゴうっすら尻ひれに黒い帯

物
の
中
か
ら「
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
」
を
見
つ
け

る
こ
と
は
難
し
く
、
子
ど
も
た
ち
は
必
死
に

尻
ひ
れ
等
に
黒
い
帯
の
あ
る
魚
を
探
し
て
い

ま
し
た
。

　

す
く
い
上
げ
ら
れ
た
バ
ケ
ツ
の
中
で
は
見

分
け
が
つ
か
な
い
場
合
も
、
観
察
用
容
器
に

移
し
た
あ
と
で
は
、
す
ぐ
に
フ
ナ
や
メ
ダ
カ

と
の
違
い
を
発
見
し「
こ
れ
が
タ
ナ
ゴ
だ
！
」

と
声
を
上
げ
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
に
つ
い
て
石
鍋
館
長
は
、

「
今
ま
で
こ
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
を
見
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
ミ

ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保
存
会
の
方
々
や
町
の
活
動
に

よ
り
生
息
域
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。」
と
子
ど
も
た
ち
に
話
を

さ
れ
、
生
物
が
生
息
で
き
る
環
境
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
自
然
を
放
置
す
る
の
で
は
な

く
、
環
境
の
維
持
管
理
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、
継
続
す
る
こ
と

の
難
し
さ
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

生息域の拡大が
確認された

天然のミヤコタナゴ

　

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保
存
会
に
は
、
草
刈
り
等
、

積
極
的
に
環
境
整
備
の
取
り
組
み
に
協
力
を

頂
く
他
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
田
ん
ぼ
の
再
生

と
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
に
比
べ
て
管
理
面
積

を
５
ア
ー
ル
増
や
し
、
精
力
的
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

町
内
に
生
き
る
も
の
は

人
々
だ
け
で
は
な
い

　

御
宿
に
は
今
も
な
お
自
然
が
多
く
存
在

し
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
生
息

す
る
生
物
も
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
命
を
守
る
た
め
、
生
息
環
境

を
保
護
す
る
必
要
が
私
た
ち
に
は
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
に
暮
ら
す
生
き
物
は
人
々
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
町
に
生
き
る
小
さ
な
命
が

守
ら
れ
て
こ
そ
の
自
然
環
境
保
護
で
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
浄
化
・
整
備
・

保
護
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
が
求
め
ら
れ

ま
す
。協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

自
然
環
境
の
保
護
や
整
備
は
皆
さ
ま
の

力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
保
存
会
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
協
力
を
頂
き
、
町

内
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
ま
で
は
い
か
な

く
と
も
、
自
ら
の
管
理
す
る
敷
地
や
そ
の

周
辺
の
整
備
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

小
さ
な
積
み
上
げ
が
大
き
な
力
に
発
展

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

強力な協力者
ミヤコタナゴ保存会
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１
６
０
９
年
９
月
30
日
、
ス
ペ
イ
ン
船
サ
ン
・
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
号
が
メ
キ
シ
コ
に
向
か
う
途
中
、
荒
天

に
よ
り
岩
和
田
沖
に
座
礁
し
、
当
時
の
岩
和
田
村
民

が
乗
組
員
３
１
７
名
の
尊
い
命
を
助
け
た
史
実
か
ら

４
０
０
年
余
。

　

町
で
は
、
ち
ょ
う
ど
４
０
０
周
年
に
あ
た
る
平
成

21
年
度
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
平
成
22
年

度
に
は
先
人
が
築
い
た
友
好
と
絆
を
末
永
く
後
世
へ

と
繋
げ
る
た
め
９
月
30
日
を「
日
西
墨
友
好
の
絆
記

念
日
」
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
三
国
の
友
好
と
絆
、
そ
し
て
私
た
ち
の

心
の
中
の
絆
を
絶
や
さ
ぬ
た
め「
日
西
墨
友
好
の
絆

記
念
行
事
」
と
し
て
３
つ
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
追
悼
式
」、「
第
２
回

月
の
沙
漠
音
楽
祭
」
を
10
月
１
日
に
開
催
、
10
月
9

日
に
は
４
０
０
年
前
の
江
戸
時
代
を
踏
ま
え
た「
徳

川
恒つ

ね
な
り孝
氏
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

歴
史
の
中
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
の
無

い
４
０
０
年
前
の
出
来
事
、
そ
し
て
絆
。
こ
れ
ら
は

今
を
生
き
る
私
た
ち
に
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
義
務

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
頃
の
小
さ
な
絆
を
大
切
に
、
今
も
続
く
友
好
と

絆
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
西
墨
友
好
の
絆
記
念
事
業

我
々
に
託
さ
れ
た

先
人
が
築
い
た
友
好
と
絆

▲

追
悼
式
に
は
在
京
臨
時
代
理
ス
ペ
イ
ン
大
使
の
エ
ン
リ

ケ
・
ア
ソ
レ
イ
氏（
写
真
左
）
や
メ
キ
シ
コ
大
使
代
理
と
し

て
、
文
化
・
広
報
担
当
一
等
書
記
官
ル
ー
ス
デ
ス
・
ソ
サ

氏（
写
真
左
か
ら
２
番
目
）
な
ど
多
く
の
来
賓
が
参
列
し
、

日
西
墨
三
国
交
通
発
祥
記
念
之
碑
前
で
、
当
時
の
乗
組
員

に
対
し
て
献
花
と
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
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第
２
回
月
の
沙
漠
音
楽
祭
を
、
町
公

民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
全
国
多
数

応
募
の
あ
っ
た
中
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
11
組
が
課
題
曲「
月
の
沙
漠
」
と

自
由
曲
を
思
い
お
も
い
の
方
法
で
表
現

し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
金
賞
、
銀

賞
受
賞
者
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も

行
わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
は「
演
奏
」
と「
歓
声
」
の
協

奏
曲
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
ピ
ア
ノ
弾
き

世
代
を
越
え
て
歌
い
継
ぐ

　

歌
い
継
ぐ
心
は

絆
を
繋
ぐ

　
　

心
に
繋
が
る

語
り
に
よ
り
表
現
さ
れ
た
佐
瀬
光
代
さ

ん
が
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

佐
瀬
さ
ん
か
ら
は
、「
何
か
特
別
な

繋
が
り
を
感
じ
ま
す
。
応
募
し
た
の
は

締
切
り
の
４
日
前
、
父
も
房
総
出
身
。

そ
し
て
こ
の
度
の
金
賞
受
賞
、
い
ま
だ

に
信
じ
ら
せ
ま
せ
ん
。」
と
お
話
頂
き

ま
し
た
。

　

御
宿
の
美
し
い
砂
浜
が
舞
台
と
な
っ

て
生
ま
れ
た
童
謡『
月
の
沙
漠
』。
私
た

ち
の
心
に
い
つ
の
間
に
か
温
か
く
し
み

つ
い
て
い
る
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
。

　

地
域
文
化
の
伝
承
を
行
う
と
と
も
に
、

世
代
を
越
え
て
今
後
も
歌
い
継
ぐ
心
で
、

地
域
の
先
人
が
築
い
た
友
好
と
絆
も
継

い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

『
道
徳
観
』
が
育
ま
れ
た
と
話
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
世
界
自
然
保
護
基
金

の
会
長
も
務
め
る
恒
孝
氏
は
、「
１
分

間
に
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
20
面
に
相
当
す

る
森
林
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然

環
境
保
護
に
つ
い
て
我
々
が
率
先
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
話
を

さ
れ
、
先
人
の
尊
い
行
動
に
習
い
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
が
自
然
環
境
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
講
演
さ
れ
、
会

場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
方
々
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

誇
り
あ
る
先
人
の
偉
大
な
る
町
の
歴

史
、
そ
し
て
三
国
と
の
絆
を
繋
ぐ
た
め
、

町
で
は
こ
う
し
た
記
念
事
業
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

～第２回月の沙漠音楽祭～

歴
史
を
知
り今を

知
る

絆
記
念
講
演

　

４
０
０
年
前
の
先
人
が
築
き
上
げ
た

絆
。
そ
の
時
代
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
町
で
は
国
際
交
流
協
会
の

協
力
の
も
と
、　

第
18
代
徳
川
家
当
主
・

徳
川
恒
孝
氏
を
招
き
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
「
家
康
公
の
外
交
政
策
と
鎖
国
」
と

題
さ
れ
た
講
演
で
は
、
戦
国
時
代
か
ら

の
歴
史
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
、
戦
乱
の

時
代
か
ら
太
平
の
世
に
変
わ
り
、
平
和

が
長
く
続
く
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
の

▲

穏
や
か
な
口
調
で
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
交
え

え
な
が
ら
熱
弁
さ
れ
る
徳
川
恒
孝
氏
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町民 の代表12人決定

産業建設委員長

小川　　征（３）
総務委員長

瀧口　義雄（５）
副議長

白鳥　時忠（３）
議　長

中村俊六郎（５）

新井　明（５） 貝塚　嘉 （７）
議会運営委員長

伊藤　博明（７）
教育民生委員長

石井　芳清（６）

大野　吉弘（１） 滝口　一浩（１） 圡井　茂夫（１） 大地　達夫（３）

御
宿
町
議
会
議
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

９
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
る

町
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
９
月

13
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

告
示
日
に
は
現
職
９
人
、
新
人

６
人
の
15
人
が
立
候
補
の
届
け
出

を
行
い
、
定
数
12
人
を
超
え
た
こ

と
か
ら
９
月
18
日
に
投
票
が
行
わ

れ
、
同
日
開
票
を
行
い
、
新
し
い

町
議
会
議
員
12
人
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
４
年
間
に
わ
た
り
、

町
民
の
代
表
者
と
し
て
、
町
議
会

の
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
町
政

の
発
展
の
た
め
活
躍
さ
れ
ま
す
。

※
敬
称
略

　
（　

）内
は
当
選
回
数
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第
３
回
臨
時
議
会
開
催

　

改
選
後
、
初
め
て
の
議
会
と
な
る

第
３
回
臨
時
議
会
が
10
月
５
日
に
開

催
さ
れ
、
議
長
に
中
村
俊
六
郎
氏
、

副
議
長
に
白
鳥
時
忠
氏
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
委
員
や
布

施
学
校
組
合
議
会
な
ど
の
一
部
事
務

組
合
議
員
の
選
出
も
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
、
新
た
な
議
会
の
構
成
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

同
日
、
一
般
会
計
補
正
予
算
第
５

号
に
つ
い
て
も
議
決
さ
れ
、
補
正
額

５
８
０
万
円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
先
の
台
風
15

号
の
影
響
に
よ
り
消
防
団
施
設
、
社

会
教
育
施
設
に
お
い
て
破
損
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
修
繕
・
復
旧
工
事
を

行
う
も
の
で
す
。

町
議
会
議
員

一
般
選
挙

開
票
結
果

小
川　
　

征
・・・・・・・・５
０
２
票

白
鳥　

時
忠
・・・・・・・・７
１
９
票

大
野　

吉
弘
・・・・・・・・４
０
１
票

圡
井　

茂
夫
・・・・・・・・６
９
０
票

吉
野　
　

毅
・・・・・・・・・・８
７
票

滝
口　

一
浩
４
７
４
．１
８
６
票

中
村
俊
六
郎
・・・・・・・・２
８
６
票

古
川　

範
男
・・・・・・・・１
９
２
票

大
地　

達
夫
・・・・・・・・２
０
１
票

石
井　

芳
清
・・・・・・・・３
８
１
票

荒
川　

勝
好
・・・・・・・・・・４
２
票

貝
塚　

嘉

・・・・・・・・・３
６
９
票

新
井　
　

明
・・・・・・・・２
６
８
票

伊
藤　

博
明
・・・・・・・・３
５
４
票

瀧
口　

義
雄
２
６
９
．８
１
３
票

○
投
票
総
数
・・・・５
，
３
０
１
票

○
有
効
投
票
・・・・５
，
２
３
６
票

○
無
効
投
票
・・・・・・・・・・６
５
票

○
按
分
切
り
捨
て
票０

．０
０
１
票

※
届
け
出
名
及
び
届
出
番
号
順
に
て
掲
載
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

６
８
‐
２
５
１
１

委員会名 委員名（◎委員長 ○副委員長） 掌握事務等

総 務 委 員 会

◎瀧口　義雄　○大地　達夫 
貝塚　嘉 　　石井　芳清 
中村俊六郎　　新井　　明 
白鳥　時忠　　滝口　一浩

■税務住民課の税務事務、総務課、企画財政課、会計室の所掌に
属する事項

■選挙管理委員会及び監査委員の所掌に属する事項
■議会事務局の所掌に属する事項
■他の常任委員会の所掌に属しない事項

産 業 建 設 委 員 会

◎小川　　征　○貝塚　嘉  
伊藤　博明　　中村俊六郎 
新井　　明　　大地　達夫 
圡井　茂夫　　大野　吉弘

■建設環境課、産業観光課の所掌に属する事項
■農業委員会の所掌に属する事項

教 育 民 生 委 員 会

◎石井　芳清　○圡井　茂夫 
伊藤　博明　　瀧口　義雄 
小川　　征　　白鳥　時忠 
滝口　一浩　　大野　吉弘

■税務住民課の住民事務、保健福祉課の所掌に属する事項
■教育委員会の所掌に属する事項

議 会 運 営 委 員 会
◎伊藤　博明　○白鳥　時忠 

石井　芳清　　瀧口　義雄
　小川　　征

■議会運営を円滑に行うため、条例で定め常設されている委員会

議 会 だ よ り
編 集 委 員 会

◎瀧口　義雄　○小川　　征 
石井　芳清　　中村俊六郎 
白鳥　時忠

■議会の動きなどを住民にわかりやすくお知らせする
　「議会だより」を企画、編集する委員会

布 施 学 校 組 合 議 会 　石井　芳清　　大地　達夫
　大野　吉弘 ■御宿町といすみ市で構成される組合議会

国保国吉病院組合議会 　貝塚　嘉 　　新井　　明
　小川　　征 ■夷隅郡の２町及びいすみ市で構成される組合議会

夷隅郡市広域市町村圏 
事 務 組 合 議 会

　伊藤　博明　　中村俊六郎
　白鳥　時忠 ■夷隅郡の２町及びいすみ市、勝浦市で構成される組合議会

千葉県後期高齢者医療 
広 域 連 合 議 会 　中村俊六郎 ■県内全市町村で構成される連合会

◆常任委員会等

◆一部事務組合等
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議会費
6千万
2%

総務費
7億2千万　22%  

民生費
7億6千万　23%   

衛生費
5億2千万　16%   

農林水産業費
1億　3%   

商工費
1億6千万
5%   

土木費1億　3%   

消防費
1億9千万　6%   

教育費
2億1千万　7%  

公債費
4億3千万　13%  

歳出総額
32億6,925万3千円

　平成 22 年度一般会計歳入決算は総額で 34 億 9,647 万 7 千円。
歳出決算は総額 32億 6,925 万 3千円となり、歳出では前年度に比べて1
億1,696万円の増となりました。
　上記グラフは目的別に歳出決算を分類したものです。
　総務費では、ネットワーク社会における環境格差をなくすため実
施した町内光ファイバー網整備事業や防犯灯の LED 化など、町内環
境を整備するため昨年比 1.4 千万円の増額。民生費は、子ども手当の
支出や国の経済対策を活用した保育所整備、介護給付の増額、各特
別会計への繰出金の増などにより1億 3千万円の増額となりました。
　商工費では、駅前観光案内所の建設や国の経済対策による事業を
実施したことによる増額。教育費は B&G 施設の改修や国の交付金
を活用した公民館施設整備、小学校改修工事、各学校の図書室の充
実などを行い増額となりました。
　費目によって減額となったものもありますが、全体的には国の経
済対策を活用するなど、各施策を実施したことによる増額となりま
した。

一
般
会
計

国民健康保険特別会計
◇歳入総額：11億3,649万円

◇歳出総額：10億7,141万1千円

保険税
３億円

医療費等
６億９千万円

国・県支出金
３億８千万円

前期高齢者交付金　９千万円

その他
３億７千万円

後期高齢者支援金　１億４千万円

その他
２億４千万円

※自営業の方々などの医療費を給付する会計です。

保険料 １億２千万円

国・県支出金
２億７千万円

支払基金交付金
２億１千万円

その他 １億４千万円

介護サービス費等６億９千万円

地域支援事業費
1,800万円

その他  2,800万円

介護保険特別会計
◇歳入総額：7億5,248万1千円

◇歳出総額：７億3,165万円

※要介護等認定者へ介護サービス費を
　支給する会計です。

医療費
１億２千万円

保険料
９千万円

その他
３千万円

後期高齢者特別会計
◇歳入合計：１億2,206万1千円

◇歳出合計：１億2,192万円

※75歳以上の方々の医療を賄うための
　会計です。平成 21年度から施行。

繰越金
2,451,709,

その他
901,547,

償還金,
3,337,577

老人保健特別会計
◇歳入合計：335万3千円

◇歳出合計：335万3千円

※75歳以上の方々の医療を賄うための
会計です。平成22年度で会計を閉鎖
し、一般会計が引き継ぎます。
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町の家計簿ステップアップ！
　平成２１年度までの決算については、単年度収支（現金主義）での決算を作成してきました。しかし、平成２２
年度からは、国の「新地方公会計制度」に基づき、民間企業で採用している発生主義や複式簿記の考え方を導入
した上で４つの財務諸表を作成することとなりました。
　これまで単年度の積み上げにより財政状況を把握してきましたが、この新たな財務諸表の作成と活用により、
過去からの一連の町の資産と負債の実態を把握し、将来の行財政運営の改善はもちろん、世代間負担の均衡や
収入における行政コスト等について役立てていきます。
　なお、４つ財務諸表や２２年度決算の概要については町ホームページ（企画財政課）で公表しています。ぜひ
この機会に町の財政状況について確認をしてください。

住民一人当たりのバランスシート
　町としても、この新たな指標を用
いて今後の行財政運営に役立てるの
はもちろんのこと、町民一人ひとり
がこの指標をもとに町の財政状況と
向き合う必要があります。
※バランスシート（貸借対照表）は保有して

いる財産（資産）とその財産をどのような
財源（負債・純資産）で賄ってきたかを総
括的に対象表示した財務諸表です。

　貸方計と借方計が一致し、左右がバラン
スしていることから「バランスシート」と
も呼ばれています。

借方 住民一人当たり 貸方 住民一人当たり
〔資産の部〕 〔負債の部〕

１．公共資産計 1 , 5 6 3  １．固定負債計 4 2 6
２．投資等計 4 0 1  ２．流動負債 5 0
３．流動資産計 8 6  〔純資産の部〕

１．公共資産等整備 
　　　　国県補助金 3 1 0

２．公共資産等整備 
　　　　一般財源等 1 , 4 0 5

３．その他一般財源 ▲  1 4 1
４．資産評価差額 0

資産合計 2 , 0 5 0  負債・純資産合計 2 , 0 5 0

（平成23年3月31日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

平成22年度　健全化判断比率・資金不足比率　を公表します
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、毎年度決算に係る健全化判断比率及び資
金不足比率を算定し公表することとなっています。
　健全化判断比率・資金不足比率は、その自治体のあらゆる会計のほか、一部事務組合の会計を連
結し、総合的に判断するもので、これらの比率のいずれかが国の示す基準を超えた場合、財政運営
の健全化を図るための計画策定などの様々な制約が課せられます。なお、平成２２年度決算におけ
る御宿町の各比率は、いずれも基準の範囲内となりました。

《実質赤字比率》
　町の一般会計が、黒字か赤字かを判断する指標

（黒字の場合「－」の表記）
《連結赤字比率》
　特別会計と公営企業会計を合わせた町のすべて
の会計が、黒字か赤字かを判断する指標（黒字の場
合「－」の表記）

《資金不足比率》
　公営企業の資金の不足額が、事業規模に対し
てどの程度あるか表す指標（資金不足が無ければ

「－」の表記）
《実質公債費比率》
　ある一定方式により算出した標準的な年間収入
に対する借入金の返済額の割合を表す指標

《将来負担比率》
　ある一定方式により算出した標準的な年間収入
に対する将来負担すべき負債額の割合を表す指標

区分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― 15.00 20.00 

連結赤字比率 ― 20.00 40.00 

実質公債費比率 10.5 25.0 35.0 

将来負担比率 70.7 350.0 

会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ― 20.0

（単位：％） （単位：％）
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町内の春日神社、大宮神社の秋祭りが 9 月の下旬に、
また八幡神社の祭りが 10 月上旬に行われました。

9 月 29 日、浜青年館前では、春日神社の神輿を年番
の浜区を中心に盛大に担ぎ、賑わいを見せました。

今年も活気あふれる祭りとなり、豊漁・豊作を祈願し
ました。

紅
白
の
熱
い
戦
い
と
情
熱
と

残
暑
が
残
る
９
月
10
日
に
御
宿
中
学
校
で
、

９
月
17
日
に
御
宿
、
布
施
両
小
学
校
で
秋
の

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

紅
白
に
分
か
れ
た
児
童
・
生
徒
は
そ
れ
ぞ

れ
が
出
場
す
る
競
技
に
全
力
で
取
り
組
み
、

情
熱
あ
ふ
れ
る
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
紅
白
競
技
だ
け
で
な
く
、
地
区
別

対
抗
戦
や
保
護
者
参
加
の
競
技
も
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
以
上
に
熱
く
な
る
大
人
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
内
容
や
競
技
種
目
名
に
も
工
夫
を
こ

ら
し
、
汗
を
ま
と
い
必
死
に
競
技
を
行
う
子

ど
も
た
ち
の
姿
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

御宿中学校
御宿、布施小学校

①：布施小学校・棒引き
　　最後の１本！負けられない！
②：御宿中学校・色別対抗リレー
　　１対１の負けられない戦い！
③，④：御宿小学校・応援合戦
　　応援団長気合いのみせどころ！

豊漁・豊作を願い

～町内神社の秋祭り～

①
③

②
④

～秋季大運動会～
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布施小学校５年生が、４月に田植えを行い「布施っ子
田んぼ」と名付けた田んぼの稲刈りが９月６日に行われ
ました。

地域の方々に支えられ順調に育った稲。しっかりと実
の付いた稲穂を、それぞれが手にカマをもち、手刈で刈
り取りました。

腰を曲げての作業にも子どもたちはへこたれず、楽し
く収穫を行いました。

　

長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
今
年
で
百
歳
を
迎
え
る
滝
口
松
蔵
さ

ん
に
９
月
27
日
、
町
か
ら
金
一
封
が
、
ま
た
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

は
記
念
の
銀
杯
と
賞
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

滝
口
さ
ん
は
と
て
も
お
元
気
な
様
子
で
、
町
長
か
ら
記
念
品
を

手
渡
さ
れ
る
と「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
は
っ
き
り
と
し

た
口
調
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
７
日
に
は
町
公
民
館
で
敬
老
会
を
開
催
し
、
多
く

の
方
が
参
加
さ
れ
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
The
地
引
ア
ミ
ー
ゴ
in 

O
n
j
u
k
u
と
題
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
町
商
工
会
が
開
催
し
、
10
月
２
日

と
９
日
の
２
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
引
網
漁
を
体
験
し
、
網
に
か
か
っ
た
魚
を
自

ら
が
調
理
し
、
な
め
ろ
う
・
さ
ん
が
焼
を
作
る
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
。

　

町
商
工
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
等

で
参
加
を
呼
び
掛
け
、
町
内
の
他
、
都
心
か
ら
も

親
子
連
れ
が
多
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
で
獲
っ
た
魚
を
調

理
す
る
と
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
中
参
加
者
は
商
工
会
青

年
部
員
の
指
導
の
も
と
夢

中
で
調
理
を
す
す
め
、
お

い
し
そ
う
に
食
事
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

自分で植えて、
自分で刈り取る
～布施小学校稲作体験～

滝
たきぐち

口 松
まつぞう

蔵さん（新町区）

いろんな体験やっちゃいべぉ！ｉｎ Ｏｎｊｕｋｕ
～The 地引アミーゴ in Onjuku～   町商工会

祝
百
歳

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で 康寿

長健
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光ブロードバンドサービス「フレッツ光」に関するお知らせ

「リサイクルパソコン」プレゼントキャンペーン実施中！！
　ＮＴＴ東日本では、平成23年3月15日より光ブロードバンドサービス「フレッツ光」を町内全域で提供中です。
　「フレッツ光」では、最大200Ｍｂｐｓの高速インターネット接続に加え、光ファイバーを利用したＩＰ電話
「ひかり電話」、映画などの専門チャンネルを視聴できる映像（テレビ）サービスなどのオプションサービス
も利用することができます。
　また、現在「フレッツ光」をお申し込みいただくと、ご希望の方で下記条件を満たす場合にはリサイクルパ
ソコンがもれなくもらえる「インターネットでＥＣＯキャンペーン」をＮＴＴ東日本にて実施中です。「イン
ターネットには興味があるけどパソコンは高いから・・・」といったお客様にピッタリのキャンペーンとなっ
ております。ぜひこの機会にご利用ください。
　くわしくはＮＴＴ東日本までお気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ】ＮＴＴ東日本－千葉　TEL：0120－ 116116

≪申込時の留意事項≫
○掲載商品はイメージです。お届けする商品とは外観が異なる場合があります。
○在庫状況などにより、商品の到着をお待ちいただく場合がございます。

【キャンペーン詳細】

概　要 「フレッツ光」お申し込みの方にリサイクルパソコンをプレゼント

申込期限 平成24年1月31日（火）まで

利用開始期限 平成24年3月31日（土）まで

●リモートサポート
●フレッツ・ウィルスクリアの２つ全て

フレッツ光
ネクスト

●ひかり電話エース
●リモートサポート
●フレッツ・ウィルスクリアの３つ全て

フレッツ光
ライト

申込条件
（デスクトップPCの場合）

リサイクル
パソコンの仕様

※ノートPC申込時の条件については問い合わせください

＋

＋

●CPU：インテルCeleron1.7GHz 以上　●メモリ：512MB　●ハードディスク：40GB
●ディスプレイ：17インチTFT液晶　●CD-ROMドライブ搭載　●付属品：マウス、キーボード、電源ケーブル等
●OS：Microsoft　WindowsXP　Home　Edition　SP3
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健康福祉福祉
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント

2011.10

平成24年度保育所入所、

放課後児童クラブ入会の受付

平成 24年 4月 1日から新たに保育所への入所を希望するお子さまの申込受付を行います。
なお、現在入所中で、小学校就学時までの入所承諾を受けているお子さまは申込不要です。

《問い合わせ》保健福祉課 福祉介護班　℡　６８－６７１６

○ 平成2４年度保育所入所申込受付 ○

【入所資格】生後 6か月以上の「日中家庭で保育する人」のいないお子さま
【提出書類】入所申込書等（勤務証明書・母子手帳の写し・身体障害者手帳の写し・医師の診断書の写しなど）
　　　　　　※保健福祉課及び両保育所に用意してあります。
【選考方法】基準に基づき、家庭保育の困難なお子さまから順に決定します。

受付
日時・場所

平成23年11月1日（火）～11月22日（火）
・保 健 福 祉 課　8：30～17：15（土日・祝日を除く）
・御宿・岩和田保育所　7：30～17：15（日・祝日を除く）
　　　　　　　　　　（ただし土曜日7：30～11：30）

平成２４年４月から放課後児童クラブへの入会を希望する児童の申込受付を行います。
なお、現在入会中の児童も申し込みが必要です。

○ 平成24年度放課後児童クラブ入会申込受付 ○

【入会資格】以下のどちらにも該当する方
　・町内に住所を有する小学校１年生から３年生（平成２４年４月１日現在）
　・保護者（同居の家族も含む）が仕事などで放課後家庭にいない児童
【事業概要】授業終了後の生活の場として、指導員や他児童と過ごします。
【費　　用】月額５，０００円（８月は７，０００円）
【提出書類】入会申込書等（保護者の勤務証明書など）※保健福祉課及び御宿児童館に用意してあります。
【選考方法】基準に基づき、家庭保育の困難な児童から順に定員 (25名 )の範囲内で決定します。

受付
日時・場所

平成23年11月1日（火）～11月22日（火）
・保健福祉課　8：30～17：15（土日・祝日を除く）
・御宿児童館　8：30～17：15（日月・祝日を除く）
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く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
INFORMATION

お
知
ら
せ

左
官
技
術
科
訓
練
生
募
集

　

千
葉
県
立
東
金
高
等
技
術
専
門

校
で
は
次
の
と
お
り
左
官
技
術
科

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
験
資
格

　

学
歴
不
問

▽
訓
練
科
目

　

左
官
技
術
科
１
月
生（
６
カ
月
）

▽
募
集
定
員

　

９
名

▽
募
集
期
間

　

11
月
１
日（
火
）
～
25
日（
金
）

▽
選
考
方
法

　

職
業
適
性
検
査
、
面
接

※
授
業
料
は
無
料
で
す
。

　

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
立
東
金
高
等
技
術
専
門
校

℡：
０
４
７
５
‐
５
２
‐
３
１
４
８

竹
か
ご
教
室（
応
用
編
）

　

竹
を
切
り
だ
し
竹
ひ
ご
を
作
り
、

そ
れ
を
編
上
げ
て
か
ご
を
作
る
教

室
で
す
。

▽
日　

時

　

11
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

　

10
時
～
16
時

▽
対　

象

　

自
分
で
竹
ひ
ご
を
作
る
こ
と
が

で
き
、
２
日
間
通
し
て
参
加
で
き

る
方

▽
定　

員

　

10
人（
申
込
先
着
順
）

▽
参
加
費

　

５
０
０
円

▽
持
ち
物

　

竹
用
ナ
タ
、
竹
ひ
き
の
こ
ぎ

り
、
植
木
ば
さ
み
、
膝
あ
て
、
飲
物
、

弁
当
、
軍
手

▽
申
込・
問
い
合
わ
せ

　

い
す
み
環
境
と
文
化
の
さ
と

セ
ン
タ
ー

℡：
０
４
７
０
‐
８
６
‐
５
２
５
１

地
産
地
消

い
ま
が
旬
！

Vol,07

　

日
に
日
に
涼
し
さ
を
増
し
、

秋
め
い
て
い
く
こ
ろ
に
サ
ツ
マ

イ
モ
が
旬
を
迎
え
ま
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
等
を
豊
富
に

含
み
、
準
完
全
栄
養
食
品
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
富

に
含
ま
れ
た
食
物
繊
維
や
、
ヤ

ラ
ピ
ン
と
い
う
成
分
が
便
秘
に

効
果
を
発
揮
す
る
な
ど
と
て
も

健
康
的
な
野
菜
で
す
。

【
サ
ツ
マ
イ
モ
豆
知
識
】

サ
ツ
マ
イ
モ
の
甘
味
は
デ
ン
プ

ン
が
分
解
さ
れ
、
糖
化
す
る
こ

と
に
よ
り
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の

糖
化
は
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く

り
と
加
熱
す
る
と
活
発
に
な
り

ま
す
。
レ
ン
ジ
等
に
よ
る
短
時

間
の
加
熱
調
理
よ
り
も
、
石
焼

き
い
も
等
の
時
間
を
か
け
た
調

理
法
の
甘
味
が
強
い
の
は
そ
の

た
め
で
す
。

▲自然の甘みを楽しみましょう

サ
ツ
マ
イ
モ
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編 集 記後
　自然観察会に私も参加させてもらい、自然のミヤコ
タナゴを始めてみることが出来ました。
　また、虫の鳴く音を先生方の解説を交えながら聴
くことができて、改めて自然の豊かさを感じると共に、
虫たちが奏でる音の心地よさを実感しました。（井本）

2011.10

ふ
る
里
は
心
こ
こ
ろ
や
す
安
ま
る
花は
な
の野
か
な	

桜
谷　

敬
蔵

歯は

ミ
ガ
キ
を
拒こ
ば

む
子こ

の
声こ
え
む
し虫
の
声こ
え	

本
吉　
　

愛

芒す
す
き
の野
や
凛り
ん

と
立た

つ
も
の
な
び
く
も
の	

秋
葉
喜
美
江

足あ
し
お
と音
に
鳥と
り

の
飛と

び
立た

つ
花は
な
の野
か
な	

本
吉
美
絵
子

稲い
な
び
か光

り
漆し
っ
こ
く黒

の
空そ
ら

真ま
つ

つ
二ふ
た

つ	

松
村　
　

全

白し
ら
な
み波
の
高た
か

く
激は
げ

し
く
秋あ
き

の
声こ
え	

堺　
　

陸
子

秋あ
き
な
す

茄
子
や
色い
ろ

あ
ざ
や
か
に
漬つ
か

り
け
り	

澤
崎　

幸
子

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【花野】

サ
ル
ビ
ア
に
埋う
ず

も
れ
し
宿や
ど

鬼お
に
こ
う
べ首	

金
子　

澄
子	

浜は
ま
ぎ
く菊

や
御
お
ん
じ
ゅ
く
か
い
が
ん

宿
海
岸
咲さ

き
乱み
だ

れ	

菊
池　

武
夫

杜も
り
は
ら祓
ふ
ご
と
く
ひ
ね
も
す
蝉せ
み

し
ぐ
れ	

大
曽
根
利
枝

余よ
せ
い生
て
ふ
花は
な
の野
の
風か
ぜ

の
中な
か

に
居お

り	

小
野　

玲
子

夕ゆ
う
ぐ
れ暮

の
第
だ
い
い
ち
が
く
し
ょ
う

一
楽
章
ち
ち
ろ
鳴な

く	

岡
本　

俊
康

立た
て
や
ま山

に
昼ひ
る

の
月つ
き

あ
る
花は
な
の野

か
な	

鶴
岡
と
く
路

◎
余
生
て
ふ
＝
余
生
と
言
う

◎
鬼
首
＝
宮
城
県
鳴
子
町
の
温
泉

人の動き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■8,054人（－9）男 3,835人  女  4,219人
　世帯数 3,593  （平成23年9月30日）

御宿分署の出動状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■火災件数 0　救急件数 32　平成23年9月中

交通事故発生状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■発生件数 18　死者数 0　負傷者数 22
　（平成23年1月１日～9月29日現在）

町民バス利用状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■乗車人数 141　平成23年9月中

ダムの貯水状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■有効貯水量297,000㎥　有効貯水率 51.3%
　（平成23年9月30日現在）

町浄水場の水質検査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■放射性ヨウ素及びセシウム　
　平成23年10月17日　採水の検査結果「不検出」

慶弔（ 9月届 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　出生 0　死亡 15
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タウンカレンダー

（公民）＝町公民館　　（保健）＝町保健センター　　（御児）＝御宿児童館　　（B&G）＝Ｂ＆Ｇ海洋センター　　

日 月 火 水 木 金 土

町文化祭
9:00～17:00（公民）

町文化祭
9:00～17:00（公民）

町文化祭
9:00～17:00（公民）

健康運動教室
14:00～15:00（B&G）

乳児相談
13:30～15:00（保健）

健康運動教室
14:00～15:00（B&G）

子育て相談
10:00～11:30（御児）

家庭教育相談
9:00～11:30（公民）
健康運動教室
14:00～15:00（B&G）

1歳半・３歳児健診
1歳半：13:15～13:30
３歳：13:30～13:45
（保健）

町民清掃（町内全域）
サンデーオープン
9:00～12:00(役場)
御宿・スペイン友好公演
14:00～15:00（公民）
収穫祭（上布施）

町文化祭
9:00～15:00（公民）

国民健康保険税
　　第５期納期限

介護保険料
　　第５期納期限

11月　霜月
43 体育の日212625

11

18

25

10

17

24

9

16

23 勤労感謝の日

8

15

22

28 29 30 1 2 3

7

14

21

6

13

20

27

5

12

19

26

活力あるふるさとづくり基金平成23年度中間期報告
　「ふるさと御宿」を愛する方々から寄附を通じて支援を受け、まちづくりの担い手となっていただく
「活力あるふるさとづくり基金」の寄付状況についてお知らせします。
　また、お寄せいただいている寄附金については寄附者の意向が十分反映されるよう特色ある地域づく
りに役立たせていただきます。今後ともご協力をお願いします。

事業内容 件数 寄付
金額

これまでの
寄付金合計

幻想の世界「月の沙漠の旅」づくり事業 0 0 100

世界に発信「人類愛の輪」事業 0 0 2,145

夢を育む人にやさしいまちづくり事業 0 0 484

合　計 0 0 2,729 

※件数と寄付金額については平成
23年4月1日から9月30日まで
の寄附状況です。

問い合わせ：企画財政課
℡６８－２５１２

単位：千円


